
ASEAN諸国における温室効果ガス削減に向けた農業施策促進事業

＜対策のポイント＞
国際農業研究機関（CGIAR）への拠出を通じ、ASEAN-CGIARの枠組みの下で実施している温室効果ガス（GHG）排出削減に向けた農業技術等の
開発・普及を加速化させるため、国際稲研究所（IRRI）にGHG測定のための基盤整備を行うとともに、ASEAN諸国における技能者の育成を担うGHG測
定のトレーニング体制を整備します。これによりASEAN諸国の食料安全保障と農業のGHGゼロエミッション化の両立に貢献し、農業二国間クレジット制度を
活用した我が国のカーボンニュートラルの推進を図ります。

＜事業目標＞
○ GHG削減に向けた農業技術等の開発・普及の加速化のための測定基盤の整備とGHG測定者の育成（15名以上［令和10年度まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

GHG測定の研究基盤整備、測定技能トレーニング体制の整備

○ GHG排出削減に向けた農業技術等の開発・普及の更なる加速化を図るため、
フィリピンに置かれているIRRIにGHG測定のための研究基盤を整備します。

○ ASEAN諸国におけるGHG測定技能者の育成のため、IRRIにGHG測定技能
トレーニング体制を整備します。

↓

○ GHG測定基盤が整備されることで、我が国企業による二国間クレジット制度
（JCM）の活用が促進され、我が国のGHG排出削減目標の達成に寄与します。

○ また、ASEAN諸国における技能者の育成を行うことで、我が国企業の海外展開
にも貢献します。

＜事業の流れ＞

国
拠出金

［お問い合わせ先］輸出・国際局新興地域グループ （03-3502-5913）
農林水産技術会議事務局国際研究官室（03-3502-7466）

【令和６年度補正予算額 374百万円】

IRRIでGHG測定者を育成

ASEAN諸国へのGHG削減技術
の開発・普及の促進

GHG測定の研究基盤整備

・ASEAN諸国でのGHG測定能力の向上
・日本企業の海外展開への貢献CGIAR

トレーニング体制の整備

IRRIに分析機器を整備


